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＜連絡事項＞
　なし
　
＜入室状況＞
【入院】
・長浜　厚子様～東病棟合併症室へ医療保護入院
・岩間　史隆様～東病棟Bユニットへ医療保護入院

【ユニット移動】
・高宮　俊隆様～東Cユニット4号室→東Aユニット13号室
・田村　智美様～東Aユニット16号室→東Cユニット5号室
・下村　久美子様～東Bユニット1号室→東Dユニット18号室
・小嶋　つ子様～東合併症室→東Bユニット1号室
・北田　正勝様～東Cユニット5号室→東Bユニット3号室（C4）
・名取　紀子様～東合併症室（C6）→東Cユニット5号室
・安達　よね様～東合併症室→東Cユニット5号室

＜患者様連絡事項＞
・西舘　ミネ様～食事量少ない為、本日より点滴1本開始。

・小澤　薫様～退院処方20日分処方となる。

・北田　正勝様～入院時書類お渡し済。入院時の衣類、靴返却済

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放中、徘徊、脱衣行為等、迷惑行為があり早めに開放観察終了している。不潔行為無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。対面時、眼光鋭く滅裂な言動が見られるが、余暇は臥床傾向。壁蹴り見られ、介入を要す。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・川村　貴美代様～終日隔離中。不穏興奮無し。「おかしくなった事があるから」と一時的に拒薬する事があるが、食事は全量摂取できている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜入院患者情報①＞
日　　時：令和7年4月21日　　10:25
　氏　　名：長浜　厚子（ながはま　あつこ）様
　生年月日：昭和43年8月17日(56歳)
　病　　名：摂食障害
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室
　＜経過＞
　　摂食障害の既往あり、当院通院していた。令和6年7月初旬より拒食や拒薬
　あり、7月8日は自宅トイレで倒れているところを夫様より発見され救急受診
　している。救急受診にて検査実施したが異常は見られないとのことで帰宅と
　なった。7月9日から13日までは補液で対応していたが症状改善なく経過して
　いた。　このままでは悪化する一方だと夫様が判断し7月18日に夫様同伴で当
　院外来受診する。診察にて体重30.2kg、BMI14で入院治療を要するため、夫様
　の同意にて同日に医療保護入院となる。入院後はモニター装着し、補液開始と
　なる。血糖測定は3検で対応となる。低血糖が度々見られ、1日2回の補食開始
　となる。食事や間食は拒否なく摂取し、自己誘発嘔吐も見られなかった。排便
　困難感あり、ピコスルファート内用液で対応するも十分な排便見られず腹部
　膨満感あり。適宜、グリセリン浣腸60ml実施し対応した。退院へ向けて外泊訓
　練繰り返し、自己誘発嘔吐や拒食などの問題行動見られず体重減少も見られな
　かった。10月23日に主治医面談行い、10月29日自宅退院となる。その後通院継
　続しているが、R7年2月4日、定期受診時の検査所見にてイレウスあり。八戸赤
　十字病院へ紹介を行っている。その後５日ほどの入院を経て自宅退院。3月25
　日、K低値であるがK製剤の追加を行っているため経過観察を行っていた。4月
　14日　定期受診時、体重減少は無いが、増加も無い状態であり、身体管理、食
　事管理の目的にて、本日東病棟合併症室に医療保護入院となる。

＜入院患者情報②＞
日　　時：令和7年4月21日　　11:55
  氏　　名：岩間 史隆（いわま　ふみたか）様
　生年月日：昭和45年9月21日（54歳）
　病　　名：高次脳機能障害、てんかん
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニットまたは東病棟合併症室
＜経過＞
　　拒食や意欲低下などの抑うつ状態にて症状改善を希望されR6.11.1初診。
　受診の拒否が見られ家族が代理受診する事も多かった。2月中旬頃から突然
　の拒食や通所リハビリの拒否、入浴拒否が見られることがあり。3月中旬に
　は、数日間の発熱や体動困難さにて八戸日赤病院へ救急搬送となり点滴施行
　している。精神症状ないが内服困難にて母より当院への入院相談あり、利用
　しているサービス関係者へ本人の状態観察や情報提供を依頼していた。ケア
　マネより以降、食事や水分摂取、入浴等の拒否が続き自宅で点滴施行するも
　改善ない状況であること、次回受診時家族から入院相談があるかもしれない
　と事前情報あり。いままでにも受診拒否があったことから相談があり、必要
　時保健所への相談も提案していた。4/3受診時に両親のみで来院され、やは
　り入院希望であると申し出あり。ケアマネへ受診体制の調整を依頼し、保健
　所介入のもと4/21入院調整。本日診察の結果、東病棟Bユニットへ医療保護
入院となる。

＜入院患者情報③＞
日　　時：令和7年4月21日　　15:15
  氏　　名：岩間 史隆（いわま　ふみたか）様
　生年月日：昭和45年9月21日（54歳）
　病　　名：高次脳機能障害、てんかん
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　　拒食や意欲低下などの抑うつ状態にて症状改善を希望されR6.11.1初診。
　受診の拒否が見られ家族が代理受診する事も多かった。2月中旬頃から突然
　の拒食や通所リハビリの拒否、入浴拒否が見られることがあり。3月中旬に
　は、数日間の発熱や体動困難さにて八戸日赤病院へ救急搬送となり点滴施行
　している。精神症状ないが内服困難にて母より当院への入院相談あり、利用
　しているサービス関係者へ本人の状態観察や情報提供を依頼していた。ケア
　マネより以降、食事や水分摂取、入浴等の拒否が続き自宅で点滴施行するも
　改善ない状況であること、次回受診時家族から入院相談があるかもしれない
　と事前情報あり。いままでにも受診拒否があったことから相談があり、必要
　時保健所への相談も提案していた。4/3受診時に両親のみで来院され、やは
　り入院希望であると申し出あり。ケアマネへ受診体制の調整を依頼し、保健
　所介入のもと4/21当院受診。診察の結果、本日東病棟合併症室へ医療保護
　入院となる。

＜入院患者情報④＞
日　　時：令和7年4月21日　　15:50
  氏　　名：岩澤 渉（いわさわ　わたる）様
　生年月日：昭和52年12月4日（47歳）
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr（診察医：小栁Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　　当院にてアルコール依存症の診断で通院中の患者。令和4年3月26日
　　最終受診、その後は受診を自己中断していた。4月5日交際相手と分
　　かれた事をきっかけに精神的不調が現れ、仕事にも行かなくなった。
　　4月18日に「子供が事故にあった」と実際にはない事故を警察通報す
　　る等現実検討の障害が見られた。4月19日父親が本人に電話をした際、
　　起こって興奮する様子が確認され同日父親より当院に外来受診相談が
　　あった。外来主治医が対応困難であったため翌週の外来受診調整がな
　　された。4月20日昼に「蜘蛛がいる」といって蜘蛛の糸をたぐりよせる
　　仕草をしたり、「子供2人がいる、風呂にはいんなきゃいけね」と話し
　　たりしていた。4月20日夜「狙われる」「殺される」と言いながら、錯
　　乱状態で自分の車で出ていこうとし父親が止めたが徒歩で自宅外へ出て
　　行ったため父親より110番通報がなされた。警察官が付近を捜索した所近
　　隣の建物の中に隠れていた本人を発見し、精神保健福祉法第23条通報と
　　なった。その後保健所職員との面談では落ち着いた様子であり、措置診
　　察の対象外と判断されたが、家族から入院希望があり本日外来受診。
[bookmark: _GoBack]　　診察の結果、本日東病棟合併症室へ医療保護入院となる。
